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先述した中教審答申（2016 年 12 月）の「第
5 章　何ができるようになるか−育成を目指す
資質・能力」において、「育成を目指す資質・能力」
が “3 つの層 ” と “3 つの柱 ” でもって示されて
いる 7。


























































































































































































































































































































の “ 第 1 の柱 ”（知識・技能）と “ 第 2 の柱 ”（思
考力・判断力・表現力）に焦点を当てる。たと


























































































究　第 14 巻第 2 号』2017 年 4 月
8 石井英真『今求められる学力と学びとは』
日本標準、2015 年、23 頁（表 3）
9 前掲書、22 ～ 25 頁
10 石井英真「コンピテンシー・ベースの社会
科カリキュラム・デザイン」『社会科教育　
No.688』明治図書、2016 年 8 月号、36 ～
39 頁
11「総合的な学習の時間で育成する資質・能
力についての視点」の明確化。「総合的な
学習の時間と各教科等の相互の関わり」へ
の留意。
